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平成30年５月10日(第904号) 自動車会議所ニュース

来年５月１日からの新元号の時代は、何が待って
いるんだろうか？」と。
　来年、平成31年（2019年）４月30日の天皇陛下
の退位と５月１日の新天皇即位によって「平成」
から新元号に変わる。「昭和」から「平成」にな
って30年。当時の小渕恵三官房長官（後の首相）
が次の元号の平成と墨書された額を国民に示した
光景を思い起こす「平成」だが、その終わりが刻々
と近づいている。
　改めて平成の30年間を振り返ると、自動車産
業・業界にとって激動を駆け抜けた感を強くす
る。昭和から平成に元号が変わった元年が西暦
1989年、時代は日本経済のバブル景気真っ盛りだ
った。国内自動車市場も上昇カーブを描き、日本
車が海外でも高く評価されて市場展開も進む一方
で、日米自動車摩擦も続き「自動車国際化時代」
とも言われた時期だった。だが、翌平成２年（1990
年）以降のバブル景気崩壊で、国内自動車市場も
この年をピークに長期の漸減傾向をたどることに
なる。
　平成の世になってから自動車業界にとって奇し

　このGWの休みの間に想
ったこと。「来年の今頃は、
天皇陛下の退位と皇太子さ
まの新天皇即位で祝賀ムー
ドが盛り上がるんだろうな。

くも10年ごとの節目があった。平成10年（1998年）
は、独ダイムラーと米クライスラーの合併という
大きな出来事があった。当時、大西洋をまたぐ「世
紀の合併」とも言われた欧米を代表する自動車メ
ーカーの合併は、「自動車世界大再編」の引き金
となった。筆者は、前任の新聞社でデスクを務め
ていたが、この平成10年の５月連休明けとともに
「世紀の合併へ」の外電第一報が流れ「エーッ！」
と驚いたことが記憶に残っている。翌年には、日
産が仏ルノーの傘下に入り、日本の自動車産業構
図も大きく塗り変わることになった。
　平成20年（2008年）の秋には、リーマンショッ
クが起き世界の実体経済に大きく影響を与えて、
世界はもとより日本でもトヨタの赤字転落を始め
として総体的な打撃を受けた。この翌年には世界
自動車市場において中国が米国を逆転してトップ
となる象徴的な出来事につながる。
　リーマンショックからの立ち直りは、地球規模
の環境問題対応も含めて自動車のグローバル化を
促進することになった。そして、この平成の終わ
りにきて「100年に一度の自動車大変革」が急速
なピッチで進んでいる。
　昭和から平成に移り、平成もあと１年で終わり
を告げる。来年５月からの新元号の時代は、「IoT」
や人工知能（AI）とも融合する技術革新が人と
社会に調和するものになるよう期待したい。
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平成の終わりと、来年５月からの改元を想う！
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日本自動車会議所会員（平成30年５月10日現在）＝団体会員88、順不同＝


